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完全子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2025年12月１日を効力発生日として、当社完全子会社である有限会社ダスキンヤマナカを吸収合

併することを本日決定し、同社と合併契約を締結しましたので、お知らせいたします。 

なお、本合併は、当社の完全子会社を対象とする吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して開示

しています。 

 

記 

 

１．本合併の目的 

 有限会社ダスキンヤマナカは長年株式会社ダスキンのフランチャイズ加盟店として事業を行ってまいりまし

た。また当社も創業事業であるダスキン事業において長年の実績を有し、最大手加盟店として業界を牽引して

まいりました。当社は2025年８月31日に有限会社ダスキンヤマナカの全株式を取得し連結子会社化しており

ましたが、この度、グループ経営資源の効率的運用を目的とし、当社を存続会社として吸収合併を実施するこ

とといたしました。 

 

２．本合併の要旨 

（１）本合併の日程 

合 併 契 約 締 結 日 2025年10月１日 

実 施 予 定 日 （ 効 力 発 生 日 ） 2025年12月１日（予定） 

※本合併は、当社において会社法796条第２項に規定する簡易合併、有限会社ダスキンヤマナカにおい

ては会社法第 784 条第 1 項に定める略式合併に該当するため、いずれも合併契約承認に関する株主

総会決議を経ずに行います。 

 

（２）本合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、有限会社ダスキンヤマナカは解散します。 

 

（３）本合併に係る割当ての内容 

   完全子会社との合併のため、本合併に際する新株式の発行及び金銭等の交付はありません。 

 

（４）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

  



３．合併当事会社の概要 

  吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１） 名 称 株式会社ナック 有限会社ダスキンヤマナカ 

（２） 所 在 地 東京都新宿区西新宿1-25-1 東京都町田市原町田2-8-10 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 吉村 寛 代表取締役社長 吉村 寛 

（４） 

事 業 内 容 

・宅配水の製造・販売 

・ダスキン加盟店としてのレンタ

ル及び小売業 

・害虫駆除器のレンタル・販売 

・中小企業コンサルティング業 

ダスキン加盟店として清掃・衛生用

品のレンタルと販売 

（５） 資 本 金 6,729,493,750円 3,000,000円 

（６） 設 立 年 月 日 1971年５月20日 1979年７月31日 

（７） 発 行 済 株 式 数 46,613,500株 3,000株 

（８） 決 算 期 ３月31日 11月30日 

（９） 

大株主及び持株比率 

株式会社ダスキン  

株式会社ヤマダホールデ

ィングス 

株式会社キャピタル 

レモンガス株式会社 

日本マスタートラスト信

託銀行株式会社(信託口) 

ナック従業員持株会 

株式会社ブリリアントフ

ューチャー 

エクセレント株主会 

西山文江 

西山由之 

27.93% 

10.65% 

 

8.40% 

6.34% 

4.33% 

 

3.54% 

1.78% 

 

1.69% 

1.40% 

1.08% 

株式会社ナック 100% 

（10） 直前事業年度の経営成績及び財政状態 

決算期 2025年３月期（連結） 2024年 11月期（単体） 

 純 資 産 22,394百万円 0.6百万円 

 総 資 産 38,191百万円 ２百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 ) 536.36円 207.94円 

 売 上 高 59,791百万円 19百万円 

 営 業 利 益 3,007百万円 ▲ 0.2百万円 

 経 常 利 益 3,019百万円 ▲ 0.3百万円 

 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
1,365百万円 ▲ 0.3百万円 

 １株当たり当期純利益(円) 31.83円 ▲ 129.66円 

 

４．本合併後の状況 

 本合併により、吸収合併存続会社である当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び

決算期に変更はありません。 

 

５．今後の見通し  

 本合併は完全子会社との合併であるため、当社連結業績に与える影響は軽微です。 

 

以 上 


